
2022年1月

No.304

気温が高く蒸し暑い環境で長時間過ごした後、あるいは、スポーツの後等で、脇の下にかいた汗が衣服に吸収

一般財団法人ボーケン品質評価機構　https://www.boken.or.jp

乾燥すれば、元通りの色に戻る為、生地
自体が変色している訳ではなく、汗の水
分が付着する事で、濃く見えているだけ

そこで、各社から『汗じみ防止(汗じみ軽
減)加工』素材が各種提案されています。

生地裏面に水を滴下後、完全に吸水した時点の生地の表面と裏面の比較
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吸水性なし 吸水性あり

裏面　吸水性あり変退色（級）
表面／裏面　４－５／2

判定見本

吸水性あり

②滴下後、60秒経過しても完全に吸水しない場合、ガラス棒でよく

に、表面・裏面それぞれの水滴下部分と滴下していない部分の変退
色を、変退色用グレースケールにて級数判定する。生地の下側に白台
紙と黒台紙を入れ、級数の低い結果で表す。

②判定は、水滴下後、裏面の吸水程度を60秒後にAATCC 
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加工方法は様 で々すが、基本的には、生地裏面は汗(水)を
吸収しても、表面は「汗じみ」が目立ちにくくなっています。
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